
(様式1)

評価対象 評価項目 具体的数値項目 自己評価
外部アン
ケート等

改善策 自己評価
外部アン
ケート等

改善策

(1)体験的学習による
授業に生徒の80％以
上が満足している。

・「課題研究」や学校設定科目「起業実践」では，地域
や大学と連携し，作品制作，商品開発に積極的に取り組
み，課題解決の能力や自発的，創造的な学習を推進す
る。 Ａ Ａ

・多様化した生徒の希望に応じ，多くの講座を
開講し実施した。また，「起業実践」により知
的財産権教育を通し，企業と連携し商品開発等
の体験授業を企画するなど実践的な授業を展開
する。

Ａ Ａ

・「課題研究」について，生徒の希望に応じ，
来年度も多くの講座を開講する。また学校設定
科目の「起業実践」では，引き続き，生徒の実
践的な能力を高める内容を展開する。

(2)自分の学校が好き
だと感じている生徒
の割合は，80％以上
である。

・学校行事，部活動など特別活動の充実と向上を図り，
生徒が集団の一員として主体的に学校生活に参画できる
ように工夫する。 Ａ Ａ

・クラス単位，学年単位，部活動単位で，生徒
が集団の形成者としての見方や考え方を働か
せ，自主的・実践的に取り組める工夫をする。 Ａ Ａ

・学校の基礎基本であるわかる授業の更なる展
開や集団の一員として主体的に学校生活に取り
組めるよう，部活動や学校行事に積極的に参加
できるよう工夫する。

(3)生徒の実態を踏ま
えた学習指導に，生
徒の80％以上が満足
している。

・生徒の個々の学習到達度に対応した授業を行うため，
３年システム情報科と３年ビジネス総合科（アドバンス
コース）のコミュニケーション英語Ⅲ，２年システム情
報科のプログラミング，３年で履修のビジネス情報管理
の授業で少人数授業及び習熟度別授業を実施する。
・ＩＣＴ機器の活用や協働的な学習を取り入れるなど，
各教科で授業形態の工夫をはかり，双方向の活気ある授
業を展開する。

Ａ Ａ

・少人数指導や習熟度別授業を取り入れること
できめ細かな指導を充実させ，生徒の学習満足
度を高める工夫をする。
・ＩＣＴ機器を効果的に活用するとともに，ア
クティブラーニングの要素を取り込み，わかり
やすい授業を目指し工夫・改善を図る。

Ａ Ａ

・生徒の実態に応じて習熟度別授業を展開す
る。また，生徒個々の能力を高められるよう，
きめの細かい指導を充実させ，生徒の学習満足
度を高める。
・ＩＣＴ機器を効果的に活用するために，環境
整備や職員研修をさらに充実させていく。

(4)本校の資格取得指
導の実施に，生徒の
80％以上が満足して
いる。

・日頃から，資格取得が進路希望実現や進路選択の幅を
広げるものであることを生徒に理解させる。
・生徒の資格取得実現のために，学校をあげて支援する
体制を整える。簿記検定週間・英語検定週間を設定し，
特別時間割で実施する。また土曜日・長期休業・放課後
を活用して補習を行う。

Ａ Ａ

・2年生に対しては6月に3日間の簿記週間を設
定し，特別時間割にて実施した。9月の英検週
間については英検対策動画を作成・配信するな
ど一人一台端末を利活用した。今後も資格取得
に対する意識を高め,土曜日・長期休業・放課
後を活用して資格取得に向けた補習を充実させ
たい。

Ａ Ａ

・簿記週間，英検週間の設定や，学年毎の朝学
習等の取り組みを充実させる。また，土曜日・
長期休業・放課後等を活用して資格取得に向け
た補習を継続するとともに、オンラインでも学
習支援体制を整える。

３　生徒は確か
な学力を身に付
けていますか。

(5)決められた宿題や
提出物を毎回提出で
きている生徒が，
80％以上である。

・各教科で宿題・課題等を工夫し，家庭学習や朝学習の
習慣の確立につとめる。また、宿題や課題を授業で活用
し，知識の定着を図り，発展的な学習にも繋げる。
・定期試験前の勉強時間の確保と，成績不振者を対象と
した勉強会を実施する。

Ａ Ａ

・各学年による定期試験前の学習時間の確保と
成績不振者への指導を充実させる。
・各教科においてオンラインを利用するなど課
題等を工夫し，授業以外（家庭学習・放課後・
朝学習）の学習時間を確保できるようにする。

Ａ Ａ

・隙間時間に適宜学習可能なスタディサプリ等
を活用し，授業時間以外で取り組めるようにす
る。また早期に進路目標を明確にさせ，目標に
応じた内容を学習する体制を構築する。

(6)学習に対する達成
感・満足感を持って
いる生徒が，80％以
上である。

・各科目ごとに具体的な目標を設定し，その達成に向け
取り組ませる。生徒一人一人に定期的（学期毎）に目標
に向けての進捗度を評価させ，達成度・満足度を確認す
る。

Ａ Ａ
・各教科科目ごとに個人個人の明確な目標設定
ができるように工夫する。また、アンケートや
自己評価等を取り入れ，目標達成に向けた取り
組みを支援する。

Ａ Ａ
・日々授業改善を推進し，「わかる授業」の実
現を目指すとともに，今後も生徒一人ひとりが
明確な目標を持って取り組めるような進路指導
と学習指導に努める。

(7)生徒会活動が充実
していると評価して
いる生徒が，80％以
上である。

・生徒会役員が生徒会活動の主体となるよう，企画立
案，行事の実施に積極的にかかわらせる。
・大きな生徒会行事に関しては，全校生徒から選出した
実行委員を中心に行事の運営にあたらせるなど，全生徒
が行事にかかわれるしくみを作る。

Ａ Ａ

・分散登校のため，生徒会立合演説会，本部役
員選挙，後期生徒総会はオンラインで実施し
た。
・コロナ禍での生徒会行事の運営について，綿
密な準備をしていく。

Ａ Ｂ

・生徒会役員が行事の企画立案，行事の実施に
積極的に行い，大きな行事に関しては，選出し
た実行委員を中心に運営にあたらせるなど，全
生徒が行事に関われる仕組みを作る。
・コロナ禍においても，生徒会行事を中止にし
ないように工夫を行う。

(8)部活動が充実して
いると評価している
生徒が，80％以上で
ある。

・各部がそれぞれの目標を達成できるように，月ごとに
活動計画をたてる。また生徒会，学校と各部顧問とが連
携し，施設面などでの環境整備を行う。 Ａ Ａ

・多くの部活動において３年生が引退し，２年
生を中心とした活動が順調に始動し始めた。新
人戦に向けて努力を継続する。 Ａ Ａ

・各部がそれぞれの目標を達成できるように，
月ごとに活動計画を立てる。また生徒会，学校
と各部顧問とが連携し，施設面などでの環境整
備を行う。

(9)教育相談が利用し
やすいと感じている
生徒が，80％以上で
ある。

・ホームルームや教育相談だより等を通して，月２回の
スクールカウンセラーの来校日時を全生徒に事前連絡す
ることで，教育相談を開かれたシステムにして，誰もが
気軽に相談できるようする。

Ａ Ａ
・カウンセラーの来校日を引き続き教育相談通
信やchromeBookで配信したり，職員朝会で紹介
することにより，生徒および保護者への広報を
行う。

Ａ Ａ
・スクールカウンセラーの来校日を教育相談通
信，職員朝会等で引き続き紹介し，カウンセリ
ングを受けやすい環境を整える。

(10)登校時指導を毎
月，組織的に行って
いる。

・年度当初作成した，全職員を５班に分けたローテー
ションにより，週１回の登校時指導を実施する。 Ａ

・週１回の登校時指導に加え，下校時指導，昼
休みの校内巡回を継続する。 Ａ

・交通事故防止の面からも，ゆとりをもった登
校を心掛けさせる。遅刻しないよう，保護者会
などを活用して家庭の協力を仰ぐ。

(11)交通事故の発生
件数が20件以下であ
る。

・年度当初，学級担任を中心として，自転車の安全走行
のための安全点検を実施する。
・生徒の交通安全意識の高揚を目的として，交通安全教
室を実施する。
・通学時，年４回の街頭交通指導を実施する。
・危険察知行動について日頃から考えさせる。

Ａ

・９月にコロナウイルス感染症対策のため、密
にならないように放送による交通安全教室を実
施した。今後も街頭指導等で啓蒙を図ってい
く。 Ａ

・自転車は車両であることを自覚させ，交通
ルールについて再確認する。横断歩道や歩道で
の正しい運転中の事故も多発しているため，交
通安全教室等で危険予測について考えさせた。
事故件数は昨年と比べ横ばいである。来年度
は，さらなる減少を促したい。

Ⅲ  生徒の充
実した学校生
活について適
切な指導をし
ていますか。

５　学校はい
じめの防止や
早期発見に向
けた取組を積
極的に行って
いますか。

(12)いじめの発生防
止に努め、いじめの
解消率が100％であ
る。

・日頃から生徒に，学年，担任，生徒指導部を中心
に，他者への気遣いができる学校生活が送れるように
訴える。また普段から個々の生徒の様子をしっかり観
察することにより未然防止を図る。
・学期ごとのいじめアンケート調査により，早期の実
態把握を行う。
・いじめ発生時には，全職員の共通理解の下，いじめ
の解消を図る。

Ａ

・職員の日頃の生活観察や面談により，いじめ
の未然防止に努める。
・学期ごとのいじめアンケート調査による実態
把握により，早期解決を目指す。
・いじめ発生時には，全職員の共通理解の下，
いじめの解消を図る。
・教職員の知識や意識の向上のため,研修等を
おこなう。

Ａ

・職員研修を行い，いじめに対する知識の向上
を図る。
・生徒の様子を観察する中で小さな変化も見逃
さないようにする。
・いじめに関するアンケート等を各学期に２回
以上実施し，長期休業中も実態把握を行い早期
発見と初期解決を目指す。
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羅針盤
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第１回点検・評価 第２回点検・評価

Ⅱ  生徒の意欲
的な学習活動に
ついて適切な指
導をしています
か。

２　生徒の実態
に応じた指導を
行っています
か。

Ⅲ  生徒の充実
した学校生活に
ついて適切な指
導をしています
か。

４　組織的・継
続的な指導を
行っています
か。

Ⅰ  特色ある学
校づくりに努め
ていますか。

１　特色ある教
育活動を行って
いますか。


